
Keyword

本研究では、20年間のデータを用いて、地域銀行（地方銀
行・第二地方銀行）をメインバンクとする新規公開企業は、ど
のような特徴を有し、また新規株式公開を実施する市場につい
て、どの市場を選択していたのかに関する分析を実施した。本
研究における主要な発見事項は、以下のとおりである。地域
銀行をメインバンクとする新規公開企業は、①都市銀行をメイン

バンクとする新規公開企業に比して、資金需要が小規模な成
熟企業という特徴を有する。②新規公開市場の選択に関して
は、ジャスダック市場を選択していることが多く、地方証券取引
所への新規上場についても貢献していることが示唆される。資
金需要が旺盛な若いグロース企業が数多く上場するマザーズ
市場における新規公開企業の輩出に関しては貢献していない。

地域銀行をメインバンクとする
新規株式公開企業の特徴

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

新規株式公開時のアンダープライシングの発生要因に関する研究その他の研究テーマ

新規公開企業に
関するデータベース

●新規株式公開を目指す企業に対して、特定の条件を指定することにより、
これまでに新規公開を果たした企業の特徴を提供することができます。こ
のような情報は、主幹事証券会社の選択やベンチャーキャピタルとの交
渉において有用です。

Point

●これまでにマザーズ市場で新
規公開を行った企業の中で、
メインバンクが地域銀行で
あった九州の企業の特徴を知
りたい

成長企業が数多く上場するマ
ザーズ市場にこれまでに新規公
開を果たした九州企業の特徴を
知ることができます

本研究のデータベースを用いる
ことにより、知ることができます

●これまでの新規株式公開の中
で、メインバンクが地域銀行で
あった九州の企業の特徴を知
りたい

商学部
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新規株式公開、地域銀行、成長企業の誕生

売上高　　　　〇〇〇
営業利益　　　〇〇〇
経常利益　　　〇〇〇
当期純利益　　〇〇〇

売上高　　　　〇〇〇
営業利益　　　〇〇〇
経常利益　　　〇〇〇
当期純利益　　〇〇〇

Keyword

日本は、明治期に欧州から会社制度を導入し、盛んに会社
企業を興し（＝企業勃興）、経済発展を遂げます。
では、いったいどのような人々が会社を設立・経営したので

しょうか？株式会社を設立するために必要な資本金は、どのよう
な人々が主に出資したのでしょうか？あるいは、明治期に会社
企業はいったいどれくらい事業を継続させることができたので

しょうか。
これらの問題に対して、現在、従来とは異なる視点から「商
業登記公告」に注目して研究を進めています。とくに明治以降
の福岡県を対象として、そのデータベース化と分析を進めなが
ら、近代日本の経済発展の特質について考察しています。

明治・大正期における「商業登記公告」の
データベース化とその分析

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

石炭産業史、地域史その他の研究テーマ

・資料の信頼性と
網羅性
・実証水準の向上

●人間には戸籍があります。会社企業には、それと同じ役割も持つものとし
て「商業登記簿」があります。明治・大正・昭和戦前期に設立された会
社企業は、必ず『官報』ならびに会社本店の位置するエリアの新聞紙上
で、登記簿に掲載する情報を告知しなければなりませんでした。商法によ
り、掲載＝社会的告知、つまり、掲載された時点で第三者に法的効力を
持つと定められていたからです。
　その情報をデータベース化していくと、従来の資料集などでは知りえなかっ
た事実が判明します。また、データの信頼性と網羅性に対する障壁は無く
なり、実証水準を一段高めた研究が可能です。

Point

●自分の故郷には、どのような
会社があったのだろうか？どの
ような人が設立したのだろう
か？

近隣の図書館で自治体史に目
を通してください。本研究の成果
も、一部の地域ですが、自治体
史として記述しています。

福岡県内に限定されたものです
が、作成したデータベースは、随
時、一覧として発表しています。

●明治期の日本はどのようにして
発展した？いったいどのような
特徴をもつ人が社長、取締役
だったの？
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出典：「商業登記公告」（『福岡日日新聞』明治26年8月29日）
［以下、簡単な解説］
右は、会社設立時の公告。その後、取締役と監査役の変更、資本金の増減、
本店の移転、会社目的の変更、社名の変更など、あらゆる登記事項が日々
掲載されていく。もちろん、会社の規模や位置は関係なく、掲載される。
それは、人間の戸籍同様、会社の「解散」まで続く。

118




